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アッラー[image: image1.emf]

はアル･バカラ章で斎戒について私達に教えて下さっています。それらはこの節で始まります。

　；信仰する者よ，あなたがた以前の者に定められたようにあなたがたに斎戒が定められた。恐らくあなたがたは主を畏れるであろう。；雌牛章(アル･バカラ)2:183

　この節の中で、そしてその経過の最後にも、アッラー[image: image2.emf]

は彼が私達に斎戒を御命じになった理由を、はっきりと明記されています。私達の斎戒はアッラー[image: image3.emf]

を益しませんし、彼が私達のために与えられた、この世の許された楽しみを享受する事から私達を妨げたり、私達が空腹であり喉が渇いている事を彼が望んでいる訳ではありません。斎戒についてのこの講義の始めとして適当なのは、彼はアル=ムッタクーン(タクワーの人々)の階級に私達を登らせようと望まれ、残りの旅を定める限界を堅く守るための報奨として、私達にお教えになられました。この重大性は、アッ=サウム(斎戒)の隠された宝とはアッ=タクワー(篤信の念･畏れ)であるという事です。
；……これはアッラーの（定められた）掟だから，(斎戒中は)かの女に近付いて(交わって)はならない。このようにアッラーは，人びとに印を説き明かされる。恐らくかれらは主を畏れるであろう。；雌牛章(アル･バカラ)2:187
アッ=タクワー(篤信の念･畏れ)を持つ事の重要性とは何か？

所有する事が最も大切な物はアッ=タクワーであると、アッラー[image: image4.emf]

は教えて下さっています。なぜならそれは、私達の墓まで一緒に行くからです。
　；……旅の準備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮ある者よ，われを畏れなさい。；雌牛章(アル･バカラ)2:197
　預言者ムハンマド[image: image5.png]&)



の教友達と彼らに従った正しい人々は、この宝を習得するために全人生を費やし、彼らはお互いからそれについての便りを探していた事でしょう。ウマル･イブン･アル=ハッターブは、かつてフザイファ･イブン･ヤマン[image: image6.png]


に尋ねました。；「アッ=タクワーとは何ですか?」フザイファ[image: image7.png]


は、質問によって彼に返答しました。「おぉ、信者達の長よ、もし履物なしで歩いていて、鋭いいばらが一面に生えた場所が、あなたの前方の道に来たら、あなたはどうしますか?」ウマル[image: image8.png]


は返事をしました。「衣服をかき寄せ、歩む場所に最大限気を付けます。」フザイファ[image: image9.png]


は、「これがアッ=タクワーです。寄せ集め気を付ける事です！」と言いました。
ウマルとフザイファ[image: image10.png]


のこの会話には、もっと深い意味があります。フザイファ[image: image11.png]


が例えとして使った鋭いいばらの道は、捕らえ混乱させられ天国の道を失わせる事がある、この世界の生活の誘惑を意味しています。ウマル[image: image12.png]


は答えによって、彼が例えをよく理解していた事を示し、そして彼の答え「衣服をかき集める」は、許された事のみをする事を表し、「歩む場所に最大限気を付ける」は、アッラー[image: image13.emf]

が禁じられた事は何もしない事を表しています。それゆえアッ=タクワーは、これら「しなさい！」と「するな！」の命令の中間です。
誰かがアリー[image: image14.png]


にアッ=タクワーについて尋ねた時、彼は聖クルアーンのこの節をもって返事しました。
；本当にアッラーは，主を畏れる者，善い行いをする者と共におられる。；蜜蜂章(アン･ナフル)16:128　「それについて、もっと私に教えてくれますか?」と、その男性は尋ねました。アリー[image: image15.png]


は答えました。「アッ=タクワーは4つあります。
1． 完璧な至高権の所有者、アル=ジャリール(アッラー[image: image16.emf]

の名前の一つ)を恐れる事。
2． アッラー[image: image17.emf]

が、私達の預言者ムハンマド[image: image18.png]&)



に啓示された事を、実行に移す事。
3． 例え僅かでも、アッラー[image: image19.emf]

があなたに与えて下さった物に満足する事。

4． (善い行いにより)死に備える事。」
以下の聖クルアーンの節は、アッ=タクワーの多くの祝福の一部を私達に教えています。
· いや本当にアッラーは，自分の約束を全うし，自分の義務を果たす者を愛でられる。

；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:76

· ……本当にアッラーは，主を畏れる者と共におられることを知れ。；雌牛章(アル･バカラ)2:194
· ……「アッラーは、唯主を畏れる者だけ、受け入れられる。」；食卓章(アル･マーイダ)5:27
· ……その日，主を畏れる者を除いては，（親しい）友も互いに敵となろう。

；金の装飾章(アッ･ズフルフ)43:67
· ……その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。；雌牛章(アル･バカラ)2:2
· だが主を畏れ（敬虔であっ）た者は，楽園と泉に（住み），

；撒き散らすもの章(アッ･ザーリヤート)51:15
· ……またアッラーを畏れる者には，かれは（解決の）出ロを備えられる。

；離婚章(アッ･タラーク)65:2

· ……本当にアッラーを畏れる者には，かれは事を容易になされる。；離婚章(アッ･タラーク)65:4
· ……アッラーを畏れる者には，かれはその諸悪を払われ，かれに対する報奨を増大されるで

あろう。；離婚章(アッ･タラーク)65:5
· アッラーと使徒に服従し，アッラーを畏れ，かれに自分の義務を尽くす者，そのような人々

こそ（最後の目的を）成就する者である。；御光章(アン･ヌール)24:52
これらの節から、私達はアッ=タクワーの重要性を理解する事が出来ます。そしてアッラー[image: image20.emf]

が、その隠された宝を私達が獲得する事ができるように、私達のためにラマダーンの斎戒を義務にされた事に、感謝する事が出来ます。

この素晴らしい物を勝ち取ろうと望むのなら、私達はどのように斎戒すべきか？
多くのムスリム達が、斎戒の意味を誤解しています。彼らは単に飲食を断つ事だけで斎戒をしていると思っています。しかし斎戒を完全にするためには、私達の全身を使って斎戒しなければなりません。
· 目の斎戒とは、私達が見る事を許されていないものを見る事を避けるために視線を低くする事です。

· 耳の斎戒とは、陰口や悪い言葉を使っている人々の話を聞かない事です。

· 舌の斎戒とは、必要な時だけ喋り、良いこと、ズィクル(アッラー[image: image21.emf]

への唱念)のみを言う事です。

· 心の斎戒とは、悪い事を考えたり、他人に悪い事を望まない事です。
· 私達の制御下の四肢と全身は、悪い行為から離れる事によって斎戒しなければなりません。

もし私達がこの完全な斎戒を保てたのなら、アッ=タクワー(篤信の念･畏れ)の成果にたどり着く事ができるでしょう。この完璧な斎戒の仕方は、多くのハディースの中で述べられています。アブー・フライラ[image: image22.png]


は伝えています。アッラーの御使い[image: image23.png]&)



は、「……あなた方は誰でも、斎戒をしている日には不品行な言葉は慎み、声を張り上げてはならない。それで誰かが悪口を言ったり口論し掛けて来たら『私は斎戒をしている。』と言いなさい……」と言いました。（サヒーフ・ムスリム）　他のハディースでも、アブー・フライラ[image: image24.png]


は伝えています。アッラーの御使い[image: image25.png]&)



は、「悪行と嘘を付くのを止めない者には、アッラーは飲食を断つ事を必要とされない。(すなわちアッラーは彼の斎戒を受け入れられない)」と言われました。（アル=ブハーリーによる伝承）
アッラー[image: image26.emf]

はラマダーンを他の全ての月の上に揚げられました。これは本当の信仰者にとって、彼の善い行為の貯えを増やす好機です。なぜならこの月の間、アッラー[image: image27.emf]

は彼の報奨を増やされるからです。アッラー[image: image28.emf]

は、任意の礼拝がまるで義務の礼拝であったかのように報奨されます。そして善い行為の報奨は、700倍までかそれ以上に増やされるでしょう。
ラマダーンに行う最高の行為とは何ですか?

　聖クルアーンは、ラマダーンの間に啓示されました。サヒーフ(正当)のハディースの中で、インジール(新約聖書)、トーラー(ムーサー(モーゼ) [image: image29.png]


の旧約聖書)、ダウード(ダビテ) [image: image30.png]


の詩編、イブラーヒーム(アブラハム) [image: image31.png]


の巻物は、全てこの月の間に啓示されたと明記されています。これを尊敬するために、私達はラマダーン中に聖クルアーンの朗読と学習を増やすべきです。
；ラマダーンの月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが下された月である。……；雌牛章(アル･バカラ)2:185　
預言者ムハンマド[image: image32.png]&)



の教友達と彼らに従う正しい人々は、ラマダーン中に聖クルアーンを何度も完読します。私達は、一度か二度か、又は出来る限り何度も、それを完読するように努力するべきです。なぜなら預言者ムハンマド[image: image33.png]&)



は、「クルアーンと斎戒は、最後の審判の日に、その人のための仲裁となるでしょう。」と言われたからです。
私達はまた寛大であるべきです。イブン･アッバース[image: image34.png]


は、アッラーの御使い[image: image35.png]&)



は、ラマダーン中に最も寛容であったと伝えています。(アル=ブハーリー＆ムスリム)　この月の間、私達は兄弟達、特に困窮者と貧民を思い出さなければなりません。彼らに食事を供給し、そして助ける事で、彼らに気前よくなければなりません。自分はあまりにも貧しく、他人に与える事はできないとは決して思ってはなりません。もしあなたが斎戒している人に、少しの水かナツメヤシを一つ与えるならば、彼の報奨を少しも減らす事無く、あなたは彼の全ての善い行為の報奨を受け取るでしょう。
それゆえもし私達が、ラマダーンの恩恵を手に入れたいと望むならば、私達は悪い習慣と欲望と性格からの欠点をなくし、アッ=タクワーの人々の善い特性を得るために努力しなければなりません。ラマダーン中よりも、この機会を掴むために優れた時はないでしょう。
アッラー[image: image36.emf]

が私達を御助け下さり、私達の斎戒を受け入れて下さりますように。
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